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か も意味の判る近似で解 く方法は,一般に確立 していませ4/o 従って 8-年の

問題に も多体問題のあらゆる方法が もちこまれ,試み られていますO近頃では

Nozieres-a_8-DominiciB理論や, functional i云tegralの方法が

調べ られておD,私たちも低準 での free energyの計算に後者を試み,有限

温度での議論の足がか Dとしています｡ 今までにはっきbLたこととして,低

臥 低磁場での変化が, T2,H2 に比例 L normal である (物 T,eogH,V7

をどで夜い) ことは実験との比較の上で重要をことです ｡

S⊥d_相互作用の問題は,つ きつめれば,金属中の不純物に,いかにして磁

気 momentが出現するか とい う,金属磁性に本質的を疑問を追求す ることにを

bますo 私たちの研究車では,これに関 し,一方では And-arsonMod･elに対

する相互作用展開か ら糸 ぐちを見出せをいか と,最近では分配関数を Pfaff-

ianで表示 したb,参るいは .functional integral と N-工)近似を援用

した D,苦心 しています｡ さらにまた d:-levelの縮退を考慮することも必

要 と考え,spinのみ怒らず軌道角運動量の消失を, a-a mixingに よる近

藤効果 として とらえる考察を続けています｡

準たちは現在総がかDで,稀薄合金の問題匠とbくんでお れますが,最後に

これにたずさわる研究室の皆さんの声を塀銀 して,報告を終 bたい と思います｡

(原稿はここで終 b,読者 自ら試みよ,との注があbます｡)

(桜 井 )

理論 Ⅱ及び計算機室

理論 打の現在のメンバーは,山下次郎,花村栄一.小林謙二,浅野摂部,難

波裕子で,大学院 には,楠正美,五木 田正史,井上慎一,佐野尚武,浜崎正治

が在東中です｡ 尚,計算機室にいる和光信也氏 とも仕事の上で緊密を関係があ

bます ｡ 山下 ,浅野は,主 として遷移金属のバン ド計算を行ってきま した｡和

光 も同様です｡ 我々が この 10年内程に行なった計算の主をものは,和光,也

下の強磁性 Ni･Fe,常磁.性 C,Oの計算,浅野 ･山下の反強磁性 cr･γ丸虹 の

計算の他に,5d_,4d.,5d.遷移金属の非相対論的計算,Au等の相対論的計算

の他, cope,.Ni5Mn'NiMn,TiFe,FeAeをどい くつかの金属間化合物,
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KCC,MgO,封iO十批0' VO, TeCe' TeBr を どの イオ ン結 晶 の バ ン ド計

算があbます｡最近井上は アル カ リ金属 (Li～ Cs) の フェ ル ミ面 の精 密 を計

算を行をい,実験で観測され て い るフェル ミ面 の球 か らの微 妙 をず れ も よ く説

明できることを示しました｡ さ て これ らの計 箕 の結 果 ,遷瀞 金 属 に おい て も,

一価のJl.オンと殆ど同じ周期 的 有 効 ポテ ン シャル の 中 を d.電子 が動 い て い る と

する,エネルギーバンドに基く一 体 近 似 が , ある面 では 驚 く奄 良 く成 立 っ て い る

ということがわかって来ましたo 現在 最 も直接 的 を実 験 的検 萱酎 右 ド ･ ノ .､ 丁 ス

等によるフェルミ面の実験との比戟 で しょ うO これ は 汝空 間 に お け る 丑 ( a ) 曲

線の等エネルギー面を実験と計算 で此戟 す る ことに を 射 ま す ｡ そ の 結 果 , S d T ,

5d_遷移金属及び5d_遷移金属でも強磁 性 Ni, Fe, 反 強 磁 性 c r 等 実 験 で フ ェ

ルミ面が観測されているものでは,計 算 か ら決 め ら れ た も の と 驚 く 春 よ く 一 致

しています｡バンド計算から得られる波 動 関 数 も ま た 意 床 が あ る よ う で す ｡ 例

えばこれを使ってFe,封土,Crの磁気 モ ー メ ン ト の 空 間 分 布 を 計 筆 す る と , こ

れは中性子回折の実験結果をよく説明 し ま す し , -ま 凍 F e , N i . の 内 部 磁 場 の 大

きさでも良い一致が得られています｡

色々を構造の遷移金属の状態密度曲線 を 見 る と リ f ･ C . C , で は N i , C o 部

b･C･C･では Feが強磁性にをb易い こと , ま た b ･ C ･ C ･ - C r の フ ェ ル ミ

面を訴べるとCrが反強磁性に夜b易い ことが よ く 理 解 出 来 ま す ｡ そ こ で 系 統

的に売されたSd･遷移金属のバンド計算に基いてその磁 気 的 安 定 性 を 調 べ る t と ,

b･C･C･では Crが反強磁性,Feが強磁性,f･C･C･ で は , M n , F e は 反

強磁性,co,Niは強磁性が よb安定で,-原子内で働 く 有 効 交 換 相 互 作 用

(Jeff)を導入して分子場近似で計算すると,Crか ら N i ま で , ま た 強 感

性か反強磁性かによらず,殆ん ど一定の Je,ff (0･052- 0 ･ 0 5 5 R y ) で 観

測される磁気モーメン トの大 きさを大体与えることが出来 ま す ｡ E 去 c h a n g e

sp litting の 大きさはまだ実験的に確定 していませんが , _ 現 在 ま で 観 測 さ れ

て い る 範 囲 内 で は 上記の値 と con8iBte'ntです｡

合 金 の 問 題 で は,Niの希薄合金の問題が難波に よって取 扱 わ れ , 不 純 物 の ま

わ 少 の 磁 気 モ ー メントの分布は,バン ドモデルによってほ ほ 定 量 的 に 説 明 出 来

-Iる こ と が 分 っていますo濃い合金については, C･P･A･に よ る 計 算 を 始 め て

い ま す が , か夜b有望を方法のようです｡
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以上バン ドモデルで うま (行った場合のみを列挙･しま し凍る しか し生の Jeff

は 0.5Ry位ですか ら,これが 1/6･春慶になるためには,電子同志が非常に強 (

correlat,e している (Herringの言 う S 電子遮蔽 も含めて) と考え ざるを

得ませんが,これ らの効果は一体 どこに消えた▲のでしょうか ?時 間的夜変化が

間琴に怒る量ではこの影響が現われ為のではをいかと期静され-ます｡ キュー .)

点 とか高温での帯磁率等の問題では,,spin-fluctuationが重要だ と思われ

ますが,光学的性質ではこの電子同志の強い相聞の影響が出て来 る場合がある

?ではをいかと思 われます｡ この点,楠による モー金属の登光の理論 l>は将来-

?の貴重を手鞠 bを与えるか も知れませんo現在貴金属 (帝に cu)･の光学的

性質はバン ドモデルによって非常に良く理解出来る (Agの場合はプラズマの

野饗が見 られる一橋の博士論文) ことが確かめられていますが,遷移金属では

果 して如何 ?非常に興味ある所です｡また,電子相関の問題 としては,遷移金

属の酸化物の問題が非常に重要だ と思われます｡ これ らの酸化物では,エネ}レ

ギーバ ン ドは果 してどのようを意味 を持つので しようか ?このようを観点か ら

遷移金属のバ ン ド構造が もう一皮問題に売るか も知れません ｡

その他,山下は月 本電機句中村 と共に,-電子格子相互作用による電流不安定

性の問題を研究 してりますが,ここではそれに触れません｡ I(以.上 浅野･)

最近の LASER技術の進歩の結果,高密度の筋起状態が結晶中に実現され

る様にを?たo forl⊃id_d.en.gap,または Indirect gap を持つ半導体の

Wann.ier励起子は,励起子の寿命 も長 く,また有効ボーア半径 も大きいため,

簡単に,金属以上の有効電子濃度が得 られる｡一俵強度の励起子 ガス相,次の励

蕪子分子相 ,更に次の濃度では,電子 と正孔の質量比が 1に比 して小さい場合

には,中間相 (電子に対 しては高い有効濃度だが,正孔に対 しては低い有効革

皮) ,高藤 慶では,電子 も正孔 も自由粒子 として縮退 した金属相が,次々に現

れる｡ また濃密慶励起子系の裾は,体積一定の-ルムホル ツ系であるので,令

相転移濃度附近で,両相の共存状態が期待され,共存のあ9万が,液滴を作る

のか,または一様に共存するのか,面白い点である｡ 以上の相図を換慶.(Ⅹ軸),

質量比 (y軸) と温度 ,(Z̀軸) に対 して,描いている｡

次に.低濃度側では,励起子相や励起子分子相は,電子 ･正孔が空間的に強
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h相関を持う系 であるが, この相に対 しては,励起 子 (電子一正孔対) に

BoseOperator を導入 して dynamical相互作用す pauli効果 を非 調和

項(摂動) として繰 b込み,各帝の性質や ,電場や光 に対する応答を計算 して

レゝる｡

金属 ･非金属転移が,半導体 の中にモデルとして実現されるので,転移の プ

ロセスを理論,実験両面か ら研究するのは,楽 しみである｡ (以上 花村 )

現在は,配向融解 と格子の融解 とい う額点か ら液晶の理論 を展開 しています ｡

溶解の理論 に も興味 をもっておDます｡ ただ物性研の よ う疫部門の問の壁 が厚

い所 では,私 の ようをものは少 々異分子 とを らざるを得 を く濠 b'ます ｡ また ,

物性研の標梼 している ｢高度の研究 ｣に私の研究は当 ではま ら夜tnので時 々自

己反省す るときが あbます｡ (以上 小林 )

理 論 贋

理論 丑部門は教授中嶋貞雄氏,助教授鈴木増雄氏 ,助手黒田義浩氏 ･栗原 康

成氏 ,技官末包礼子氏 ,院生鈴村贋三氏の 8人 か ら構成 されています ｡ 現在 鈴

木増雄氏は海外出張 中です ｡ 我 々の研究室の メンバ-紘,中嶋貞雄氏 を始め と

して,それだれ興味が広いのゼ色々を問題が研究室の話題 として登場 します が

現在の研究垂のテーマは IJiq.uid_He4の pair- theory-とその拡張にあ bま

す ｡ 即 ち He4左tom の間の effective を相互作用を引力 として Liquid_諾ed

の状態の記述の出発点 として超伝導状態 と同様 を pair｢ ondlenSation (そ

れが存在する もの をら) を議論するわけ です｡多分近 々ある春慶の結論 が出せ

ると思います｡ また最近は Liquid.及 び Solid_He'の中の ei~ectron

but)ble及び excited_He a.tom の問題 に も関心を示 しています｡特に

solia He中の electron lつubbleの mOt)ility の問題が面白い間嵩 を含

んでいると思われます｡ 三月には鈴木増雄氏 も帰 って来 ますので spin系の禰

転移や 丘ynamic8の問題 に も研究萱の話題が鉱が bますので,研究室はます

ます賑や かに夜 bそ うです｡

我 々の研究室 では構成 メンバーのスタッフだけで貴 く,共 同利用研の中の研

究室 にふさわ しく,色 々貴大学のメンノミ～が出入 bを して研究を進めて来ま L
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